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研究成果の概要：東アジア世界の母体となる中国仏教が確立した６世紀後半、北朝後期から

隋初の時期、華北東部一帯に石に刻んだ経典（石経）や石仏が集中的に作られた。末法思想

の広まりの中で、仏法を後代に残すために追求された結果がその石刻事業となる。本研究は

現地において仏教石刻と遺跡を調査し、関係資料を系統的網羅的に収集整理し、石に刻まれ

た資料の広汎な存在、当時を知る貴重で多彩な内容が包含される事実を明らかにし、今後の

研究の基本情報を提示することができた。  
 
交付額                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 6,200,000 1,860,000 8,060,000 

２００７年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

２００８年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

年度  

  年度  

総 計 14,000,000 4,200,000 18,200,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・東洋史 
キーワード：東アジア仏教 仏教石経 房山運居寺石経 西安碑林 末法思想 青州仏教石刻 
      墓誌 安道壱 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)中国仏教史の上で、6 世紀後半は末法思想

が広まる中で、仏教が外来性を脱し、民衆に

根ざした宗教へと変貌する節目に当たる。東

アジア世界の母体となる中国仏教はこの時

期を経ることで確立した。 
(2)その 6 世紀後半の北朝後期から隋初の時

期、華北東部一帯に石に刻んだ経典（石経）

や石仏が集中的に作られた。それは劫火にも

耐える石によって、仏法を後世に伝えようと

する思いの発露であり、末法思想にたいする

一つの答えであった。 
(3)この時期の華北東部の仏教石刻を大別す

ると、山東東部の青州仏教石刻に代表される

近年発見の膨大な石仏群、山東西部から旧鄴

城（河北南部）におよぶ仏教石経（大字仏名）

遺跡、鄴附近から太行山沿いに北上する仏教

石経となる。 
(3)しかしこれらの諸事業は、個別の調査・整

理･分析などは進んでも、美術史・仏教史・

社会史などを併せて、時代の中で総合的に意

義を論じられることは少なかった。 
(4)また東アジア仏教が成立するこの時期に

あって、仏教石刻はそれを具体的に考える材

料を提供する可能性をもつ。とくに倭(日本)
の遣隋使は現地で直接仏教石刻にふれ、飛鳥

仏教美術に何らかの影響を受けたことは十

分意識される。しかし従来、東アジア的視座



からこの時期の仏教活動を分析する試みは

なかった。 
 
２．研究の目的 
(1)山東東部（泰山の東）地区で近年発見され
た膨大な仏教石刻（仏像）―大半は 6 世紀後
半の北斉期の作品―を、仏教美術史と歴史学
を併せて考察し、その時代的特質と社会的背
景を明らかにする。 
(2)山東西部から河北南部にかけて残存する
「安道壱」なる人物とそのグループ(？)によ
る石刻大字仏名・経文について、その全容の
把握の上、意味と地域性を考察する。 
(3)鄴より北に太行山ぞいに残る石経事業を、
その代表をなす宝山霊泉寺石窟、黄山八会寺
石窟、房山雲居寺石経を中心に考察を深め、
その全体像を具体的に明らかにし、石経事業
の時代的特色と意義を浮き彫りにする。 
(4)さらに調査の対象を、山西省地区の仏教石
刻と遺跡に向け、その全容と特質把握に努め、
河北や山東との比較を通じて、山西の地域性
を明らかにする。 
(5 近年、中国全土では経済開発にともない墓
誌などの石刻資料の発見があいついでいる。
仏教石刻の調査に関連して、南北朝時代から
隋唐期の石刻資料の所在状況を系統的に調
査し、資料集やウェブサイトなどを通じてそ
の情報を公開し、当該領域の研究に資す。 
 
３．研究の方法 
(1)この研究では現地調査を重視し、関係する
仏教遺跡・仏教石刻を主に院生など若手研究
者をともなって調べ、あわせて関係資料の把
握・入所に努め、また訪問先の文物関係者と
の意見交換も重視した。調査の過程および終
了後の意見交換も大切にした。 
(2)先行する太行山東沿い(河北)の調査をふま
え、その西側の山西地区にある主要仏教遺跡
と石刻を、北の五台山から太原一帯、東南部
の南涅水、羊頭山や青蓮寺などを経て、西南
部の運城市や聞喜県などにおいて集中的に
調査し、石刻の基本的所在状況を把握した。 
(3)山東地区では、主に東部の青州龍興寺石刻
とその周辺の諸城市や臨昫県、博興県などの
新出石仏を実地調査することを通じて、地域
的特徴と同時代における位置づけも試みた。 
(4)その他、洛陽と西安における石刻資料動向
にも注意を払い、学会出席の機会に文物石刻
関係の研究者と密接に連絡をとり、資料情報
の公開に努めることにした。 
(5)科研メンバーの担当分野を以下ように分
け、華北東部の仏教石刻の研究を進めた。 
氣賀澤：全体の集約と河北北部仏教石経 
田熊：山東西部・河北南部の仏教石経 
八木：山東東部の仏教石刻（石仏） 
西本：華北東部の末法思想と三階教 
高瀬：山東東部と山西の仏教石刻 

江川：事務局と唐代石刻 
(6)具体的な研究は個別に進めつつ、定期的に
研究会をもち進展状況を確認した。最終年度
において科研成果報告会を公開開催し、議
論・助言をふまえ成果のまとめに入った。あ
わせて 09 年「国際東方学者会議」（東方学会）
で「山東仏教石刻と東アジア」シンポジウム
を開催し、広いレベルで山東仏教石刻のもつ
意義を考える機会を設定した。 
(7)この科研費では魏晋南北朝から隋唐時代
の石刻資料とその情報を集積し、広く学界に
供することを目指し、明治大学東アジア石刻
文物研究所がその仕事を担った。研究所では
ホームページを開き、また収集資料の展示を
通じ、情報発信に積極的に関わった。 
 
４．研究成果 
(1)房山雲居寺石経の隋唐石経については、
『房山石経』所載石経の 1点 1点の経文・題
記のチェックをほぼ終了し、その作成の全体
状況を把握することができた。 
 まず雲居寺石経山の 9洞の石経状況を表示
すると次の｢石経山洞窟所蔵石経数一表｣の
ようになる。全 4978 点（破片含む）、そのう
ち「大般若経」が 1138 枚（遼代補充分 41 を
除くと 1138 枚が唐代制作）からなることが
明らかになった。 
洞 号 経版 

石数 

洞内

石数

洞外

残石 

合計 (うち括弧内は

大般若経の石数) 

第一洞  972 159   1131 (306+遼刻 33) 

第二洞 1018  73   1091 (230) 

第三洞  333    333 (147+遼刻 8) 

第四洞  125  39   164 (95) 

第五洞  146     146 

第六洞  200    200 

第七洞   283  2     285 (118) 

第八洞   772  47    819 (200) 

第九洞   347  43    390 

洞外  419   419 (1+不明 1) 

合計 4196 363 419  4978 

(1098+遼刻 41=1138)

 その他、唐代関係の碑刻・石浮図 21 点以上あり。 

 

次いでこれら石経のうち紀年の明らかな
ものは大般若経が 466 枚、それ以外の隋唐刻
経が 1850 巻になることが初めてわかった。
それらを一堂に会し、年代に応じてどう変化
していくかを図示化したのが次の「隋唐時代
刻経年代推移グラフ」となる。これによって



雲居寺による刻経事業が如何に系統的かつ
根づよく実施されたことが理解できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)河北の太行山沿い北よりの曲陽県に黄山
八会寺石経が存在する。しかしこの存在は一
度、簡単な報告（劉建華「河北曲陽八会寺隋
代刻経龕」『文物』1995－5）によって概要が
示された以外は具体的な考察はなかった。し
かし河北南部の霊泉寺石窟と雲居寺石経の
間の、重要な位置を占めると考える。そうし
た見通しに立って、現地を詳細に調査し、ま
ず刻経状況を詳しく明らかにした。それが右
の「黄山八会寺石龕刻経目録」となる。 
 本研究では刻経すべても所在図を作成の
上、文字を起こし、写真もつけた資料集を作
成した。この石龕は隋開皇十三年(593)の紀年
をもち、隋代の事業である。また「過去七仏」
「賢劫千仏」などの仏名から、この事業の背
後に信行の三階教の影響が読み取れる。とす
るとその北にある房山石経とどのような関
わりになるか。ここに新たな課題が提示され
ることになった。 
(3)山東東部の仏教石刻（主に石仏）を研究メ
ンバーで詳しく調査し、6 世紀後半の北斉仏
像の特徴とその背景を考察した。その結果、
山東東部において、如来立像から見た青州龍
興寺を中心とする文化圏の存在と、菩薩立像 

黄山八会寺石龕刻経目録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
から見た河北(鄴)系仏教文化の当地への広が
り（影響）という、二重の構図が描き出せた。 
また限られた文字資料をそこに重ねると、そ
れら造像活動の背後に山東系貴族(東清河崔
氏）が存在したことを指摘できた。 
(4)山東西部において各地に大字摩崖刻経が
近年注目されている。本研究では、さらに新
たに山東兗州市泗水金口壩から収集された
同時代（北斉）の仏教石経や造像題記と、鄴
附近の水浴寺の刻経や新発見「僧賢墓誌」な
ど新資料を積極的に紹介し、6 世紀後半の山
東刻経活動の広がりと鄴を中心とした河北
仏教界の実体をさらに明らかにした。 
(5)6 世紀後半に広まる末法思想に、宗教とし
て正面から応えようとしたものに信行の三
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五十三佛名経＋現在賢劫千仏名経１  
東壁の北龕 

北側＋中央 

現在賢劫千仏名経(集珏佛より） ２ 東壁の北龕、南側 

現在賢劫千仏名経（大光明佛より）３ 東壁の南龕、北側 

現在賢劫千仏名経(最上佛より)龕主

題名付き４ 

東壁の南龕、中央、

南側 

《名前付き二十五佛龕》 東壁龕上 

妙法蓮華経之観世音菩薩普門品 １ 西龕右側 

妙法蓮華経之観世音菩薩普門品 ２ 西龕中央 

妙法蓮華経之観世音菩薩普門品 ３

＋大般涅槃經＋紀年付き 
西龕左側 

佛垂般涅槃略説教戒経１＋龕主付き 南龕側 

佛垂般涅槃略説教戒経２ 南龕中央 

佛垂般涅槃略説教戒経３ 南龕側 

《過去七佛名あり》 南龕の佛龕 

佛説盂蘭盆経？ 南壁西の龕外前半部

大方廣佛華厳經 南壁西の龕外後半部

文字はあるが読解不能 南壁東の龕外 

佛説弥勒成佛経 その１ 北龕側 

佛説弥勒成佛経 その２-１ 北龕中央 

佛説弥勒成佛経 その２-２ 北龕中央 

佛説弥勒成佛経 その２-３ 北龕中央 

佛説弥勒成佛経 その３ 北龕側 

佛説大方等修多羅王經 北壁東の龕外 

《三十五佛名》（決定毘尼経） 東壁龕外 

( )



階教があった。その護法意識から華北各地に
石経を作らせたが、その中で、近年陝西省淳
化県に見つかった 7世紀後半の金川湾刻経石
窟は三階教窟として注目されている。唐の盛
時で都長安に近接する場所にあったことを
ふまえ、三階教系経典の構成と特徴、この地
域一帯における三階教徒に存在、信仰・儀礼
を通じた実践活動の様相、などをめぐって新
見解を提示した。 
(6)山西の仏教石刻に関して、現地の主要遺跡
を調査し、他には見られない事例で従来研究
が進んでいない沁県南涅村出土の仏教石刻
の整理と考察を手がけた。時期は北魏から北
宋までおよぶが、中心は 6 世紀の北魏から北
斉期で、点数は 760 余にもなる単体の造像と
立方体形の造像石（これを組み合わせると造
像塔）。なお仏教史上の位置づけができてい
ないが、その全容・特色を最初に系統的に紹
介した。 
(7)四川仏教石経は、唐代のものが中心を占め、
安岳臥仏溝や灌県霊岩山を始め、各所に存在
することがわかっているが、なお系統的調
査・研究ができていない。今後の研究をここ
に及ぼすことを意識して、四川省文物考古研
究所と共同で、まず安岳石経の全容の把握に
努めた。四川地震で日程変更があったが、幸
い被害もなく、基本的な資料状況が把握でき、
四川地域史と唐代仏教を考える手掛りが得
られた。今後さらに石経の整理公開の方策を
検討していきたい。 
(8)研究の成果は、最終年度に次のように公開
報告会の形で提示し、成果報告書「中国南北
朝隋唐期における華北仏教石刻の諸相」にま
とめた。 
西本照真「南北朝隋唐期の仏教思潮と石経事
業―金川湾三階教刻経にみられる独自性と
普遍性―」 
八木春生「北斉時代の山東地方の仏教造像」 
高瀬奈津子「山西省沁県の南涅水仏教石刻と
その背景」 
氣賀澤保規「河北曲陽の八会寺仏教石経と華
北刻経事業」 
田熊信之「兗州泗河出土の造像銘断石、刻経
残碑と北斉後期の沙門大統」 
江川式部「顔勤礼碑所載の人物について」 
(9)当科研費を進める母体を明治大学東アジ
ア石刻文物研究所に置き、石刻資料の整理と
公開を進めた。その主要成果を列記すると以
下のようになる。 
①『新版唐代墓誌所在総合目録（増訂版）』
の作成：既存墓誌・蓋に追加した数＝1702
点、新規追加の唐代墓誌・蓋数＝1919 点。
その結果、当『増訂版』所載の墓誌・墓誌蓋
の総数＝8747 点（6828 点＋1919 点）。 
②ホームページの設立と「隋代墓誌目録」検索

の情報の公開： 
http://www.kisc.meiji.ac.jp/~ishiken/index.html

③新規収集石刻拓本資料の公開展示と解説
目録の作成、およびシンポジウム開催。 
2006 年 4－5 月「第 1 回明治大学新収中国石
刻貴重拓本展」 
2007 年 2－3 月「洞窟に刻まれた末法の石経
と聖像―中国河南・宝山霊泉寺の大住聖窟と
僧霊裕―展」
2007 年 3 月「第 2 回明治大学新収中国石刻
貴重拓本展」 
2008 年 2－3 月「第 3 回明治大学新収貴重拓
本展：唐代の石刻と文人文化」およびシンポ
ジウム「顔真卿と近年発見の石刻資料」、シンポ

ジウム「唐代詩人韋応物と新発見墓誌資料」 
④石刻研究をすすめる国内の研究会と連携をとり、

2008 年 7 月に 2 日間「中国石刻合同研究会」を開

催し、中国石刻資料を集中的に論議した。報告者

は 9 名。 
⑤現在 HP から公開を準備中の石刻史料目録：  

「山西省石刻目録」、「新刊洛陽出土石刻時地
記唐代墓誌目録」「河洛墓刻拾零」「西安碑林
編『隋代墓誌銘彙編附考』目録」「洛陽師範
学院河洛古代石刻芸術館展示目録」など。 
⑥『新発見唐代墓誌資料集（写真・録文篇）』
を全国の若手研究者の協力を得て刊行（事情
により刊行が遅れている。09 年 7 月を予定）。 
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⑫田熊信之、邯鄲鼓山水浴寺東山石窟の銘文
について、学苑、795、pp.86～112、2006
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に関する一考察、中国南北朝隋唐期に
おける華北仏教石刻の諸相、pp.5－37、
2009 年、査読無  
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研究報、28、pp.9－20、2008 年、査読有 

⑲八木春生、西安北周石造如来立像に関する
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に関する一考察、仏教芸術、293、pp. 55
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⑤氣賀澤保規、唐代「房山石経」に刻印され
た時代の記憶、第 29 回書論研究会大会、
2007 年 8 月 19 日、大妻女子大学 

⑥氣賀澤保規、顔真卿関係の最近発見資料の
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ジウム、2008 年 3 月 13 日、明治大学 

⑦氣賀澤保規、房山雲居寺石經と金仙公主―
あわせて唐後半期の刻經事業の展開と唐
代社會、中國石刻文獻研究國際ワークショ
ップ、2006 年 12 月 11 日、京都大学人文
科学研究所 

⑧田熊信之、兗州泗河出土の造像銘断石、
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費補助金成果報告会「中国仏教石刻をめぐ
る諸問題」、2009 年 1 月 10 日、明治大学 

⑨西本照真、南北朝隋唐期の仏教思潮と石
経事業―金川湾三階教刻経にみられる独
自性と普遍性―、科研費補助金成果報告会
「中国仏教石刻をめぐる諸問題」、2009 年
1 月 10 日、明治大学 

⑩八木春生、北斉時代の山東地方の仏教造
像、科研費補助金成果報告会「中国仏教石
刻をめぐる諸問題」、2009 年 1 月 10 日、
明治大学 

⑪髙瀬奈津子、山西沁県の南涅水仏教石刻と
その背景、科研費補助金成果報告会「中国
仏教石刻をめぐる諸問題」、2009 年 1 月 10
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⑫髙瀬奈津子、『唐李輔光墓誌』から見た河
東軍節度使の動向、中国石刻合同研究会、
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①上田秀夫・氣賀澤保規・杉本憲司・鶴間和

幸・森達也、東アジアの海とシルクロード
の拠点福建―沈没船、貿易都市、陶磁器、
茶文化―、海のシルクロードの出発点“福
建”展開催実行委員会編、全 199 頁、2008
年、 

②氣賀澤保規 新版唐代墓誌所在総合目録
（増訂版）、科学研究費補助金（基盤研究
（Ｂ））成果報告、全 321 頁  
③氣賀澤保規、黎虎教授古稀紀念中国古代史

論叢(世界知識出版社)の「唐朝長安人口与
士兵――唐長安研究序説」、全 766 頁
（pp.232－241)、2006 年 

④西本照真、「華厳経」を読む、角川学芸出
版、全 318 頁、2007 年 

⑤西本照真・由木義文・蓑輪顕量、新国訳大
蔵経浄土部３、大蔵出版、全 232 頁、2007
年 

⑥西本照真、岡部和雄・田中良昭編『中国仏
教研究入門』「三階教」項、全 327 頁（pp.165
－178）、2007 年 

 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計０件） 
 
○取得状況（計０件） 
 
 
〔その他〕 
当科研費研究活動に関わって、次のホームペ
ージで情報を発信している。 
明治大学東アジア石刻文物研究所： 
http://www.kisc.meiji.ac.jp/~ishiken/in
dex.html 
中国石刻文物研究会： 
http://sekkokuken.mind.meiji.ac.jp/
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